
新規事業採択時評価結果（令和３年度新規事業化箇所） 

 

事業の概要 

事業名 
一般国道４７号（新庄

しんじょう

酒田
さ か た

道路） 

戸沢立川
と ざ わ た ち か わ

道路 

事業 

区分 
一般国道 

 

事業 

主体 

国土交通省 

東北地方整備局 

起終点 
自：山形

や ま が た

県最上
も が み

郡戸沢村
と ざ わ む ら

古
ふ る

口
く ち

 

至：山形
やまがた

県東田川
ひがしたがわ

郡庄内町
しょうないまち

狩川
かりかわ

 
延長  ５．８ｋｍ 

事業概要  

新庄酒田道路は、山形県沿岸部の酒田市と内陸部の新庄市を結び、東北中央自動車道と日本海沿岸東北自動

車道を連絡する広域ネットワークを形成する地域高規格道路である。 

戸沢立川道路は広域迂回の解消や安全かつ快適な移動の実現を目的とした延長５．８ｋｍの道路事業である。 

事業の目的、必要性  

当該事業の整備により通行止めによる広域迂回を解消し、信頼性の高い道路ネットワークを確保する。さら

に急カーブ等の道路構造課題を解消し、三次救急医療施設への搬送時における安定性向上を図るとともに、庄

内～最上間のアクセス性確保により周遊観光を促進し、地域の観光振興を支援するものである。 

全体事業費 約２２０億円 計画交通量 約１２，３００台／日 

事業概要図 
 

 

 

関係する地方公共団体等の意見  

【山形県知事】 
予算化することについて同意します。 

 新庄酒田道路は、山形県最上地域と庄内地域を結ぶ地域高規格道路で、東北中央自動車道と日本海沿岸東北

自動車道と一体となって、広域道路ネットワークを形成し、物流、産業振興、観光振興、交流人口の拡大、さ

らには、激甚化、頻発化する災害に備えた道路ネットワークの強靱化の観点から不可欠な道路です。 
 つきましては、「戸沢立川道路」の令和３年度新規事業化と、早期の開通を宜しくお願いいたします。 
 
学識経験者等の第三者委員会の意見  

・新規事業化については妥当である。 
 
事業採択の前提条件  

■費用対便益  ：便益が費用を上回っている。 

■手続きの完了 ： 計画段階評価手続き完了（Ｒ３．２．１２） 

事業評価結果 

費
用
便
益
分
析 

Ｂ／Ｃ １．３ 

総費用 １７４億円 総便益 ２３２億円 基準年  

事 業 費：１５４億円 

維持管理費： ２０億円 

 

走行時間短縮便益：１８８億円 

走行経費減少便益： ３４億円 

交通事故減少便益： １０億円 

令和２年 

感度分析の結果 

交通量変動 B/C＝1.1    (交通量     －10％) B/C＝1.5    (交通量     ＋10％) 

事業費変動 B/C＝1.2    (事業費    ＋10％) B/C＝1.5    (事業費    －10％) 

事業期間変動 B/C＝1.2    (事業期間  ＋20％) B/C＝1.4    (事業期間  －20％) 

事
業
の
影
響 

評価項目 評価 根拠 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

渋滞対策 － ・注目すべき影響はない 

事故対策 ◎ 
・事故を起因とした通行止めによる広域迂回を解消 

 【酒田市役所～新庄市役所間】 

   現況（迂回時）：１６４分 ⇒ 整備後（迂回がなければ）：６１分 

歩行空間 － 
 

・注目すべき影響はない 

 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

住民生活 ◎ 

・道路の構造課題が解消し、最上地域から三次救急医療施設への搬送時における安定性が向

上 

 【急カーブ（Ｒ＜１５０ｍ）の解消】 

 現況：３箇所 ⇒ 整備後：０箇所 

地域経済 ○ ・幹線道路ネットワークの強化により、地域連携を支援 

災 害 － ・注目すべき影響はない 

環 境 － ・注目すべき影響はない 

地域社会 ◎ 

・通行止めリスクを低減することで信頼性を確保し、庄内～最上間の広域的な観光振興を支

援 

 【死傷事故件数】現況：１４件／４年 ⇒ 整備後：３件／４年（約８割減少） 

 【所要時間の短縮 山居倉庫（酒田市）～最上川船下り（戸沢村）間】 

   現況：４９分 ⇒ 整備後：４３分（約６分短縮） 

事業実施環境 ○ 
・山形県知事、国道４７号・新庄酒田地域高規格道路整備促進期成同盟会等により、一般国道

４７号（新庄酒田道路）戸沢立川道路の早期事業化を要望 

  

採択の理由 
費用便益費が１．３と便益が費用を上回っているとともに、計画段階評価手続きが完了し、事業採択の前提条

件が確認できる。 

また、地域連携を支える道路ネットワークの強化、交通安全の確保等、当該事業の整備の必要性・効果が高い

と判断できる。 

以上より、本事業の新規事業化については妥当である。 
 
 

 

 
 

 

 
 

担 当 課：道路局 国道・技術課 

担当課長名：前佛 和秀     

      

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

戸沢立川道路 
と ざ わ た ち か わ 

凡 例

当該区間

開通区間

事業中区間

高規格道路

一般国道



 

新規事業採択時評価結果（令和３年度新規事業化箇所） 

事業評価結果（防災機能） 

事業の必要性  

当該区間の整備により、現道の劣悪な走行条件や信頼性の改善により、安全・安心な走行を確保すると

ともに、観光交流・連携や高次医療サービスを支援に寄与されるものである。 
評価項目 地域の課題 関連する計画 

救助活動等 

国道 47号は新庄市と酒田市を最短で結ぶ幹

線道路であるが、幅員が狭く、急カーブ連続

箇所があり、冬期は地吹雪や路面凍結、堆雪

により更に走行環境が悪化。また、通行規制

時の全面通行止め割合が約 6 割と高く、全面

通行止め時には距離にして約 3 倍、時間にし

て約 2 倍もの迂回が必要となり、走行性が低

く、脆弱な道路ネットワークが課題。 

※第３次山形県総合発展計画(H29.3) 
・高速道路、地域高規格道路等の整備促進 
※第２次庄内町総合計画(H28.4) 
・地域高規格道路新庄酒田道路の早期建設に向け、

余目酒田道路の早期完成供用と未事業化区間の

早期事業化について、沿線自治体などと連携し、

関係機関に積極的に要請します。 
※第４次戸沢村総合計画(H23.4) 
・高速道路の整備促進、国道 47 号の改良整備 

住民生活 

最上地域は心疾患系の医師が少なく、心疾患

等の患者の一部は庄内地域（日本海総合病院）

へ転院搬送されるが、唯一のアクセス道路で

ある当該区間は、患者の安静搬送や冬期の走

行性に課題。 

※第３次山形県総合発展計画(H22.3) 
・救急搬送、受入体制の強化等、脳卒中や心疾患な

どの急性期医療が必要な疾患に対する提供体制の

充実 

地域経済・ 

地域社会等 

酒田港のコンテナ貨物取扱量は近年増加傾

向で、内陸部を発着地とする貨物のうち約 8
割が国道 47 号利用の輸送。酒田港へのコンテ

ナ輸送ルートの更なる機能向上において、冬

期の走行性低下、幅員狭小による事故の危険

性、通行止めの発生リスクが課題。 

※第３次山形県総合発展計画(H22.3) 
・国際定期コンテナ航路の利用拡大に向けた取組み

の推進 

その他   
 
事業の有効性  

・当該区間の整備により、主要拠点間のリンクの評価に変化はないものの、累積脆弱度の減少により、ネ

ットワーク全体の防災機能が強化される。 
・また、災害時にも機能する信頼性の高い道路ネットワークが確保されるとともに、救急医療活動や広域

観光振興、地域産業の活性化を支援するなど、有効性の高い事業と評価する。 
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の 

防
災
機
能 

主な区間 
改善 

ペア数 

脆弱度 

（防災機能ランク） 累積脆弱度

の変化量 

改善度 
評価 

整備前 整備後 通常時 災害時 

新庄市 酒田市 6 
1.00 

［D］ 

1.00 

［D］ 
▲14.4 0.02 0.00 ○ 

 
事業の効率性  

計画段階評価手続き完了（Ｒ３．２） 
 
 
 


